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 工事ボードは手看板、電子看板ともに使用可能です。

注）施工写真は工事ボードを入れて撮影してください。

　工事ボードには施工日、現場住所、現場名を記載

●●住宅 ●●様邸

現場住所記載

施工会社名記載

2024年●●月××日

20年保証 DS仕様
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防蟻防湿シート・防蟻テープ施工後、配筋施工前に
全体の施工が確認できるよう対角から撮影します。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

① 防蟻防湿シート　全景写真 撮影要領
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■土間コンクリートと立上り部のAT-02またはテクノ防蟻
フォームの施工が確認できるように撮影します。
※玄関・浴室以外の部位

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

②_２ テクノ防蟻フォーム施工写真（配管部）

配管貫通部周りのAT-02またはテクノ防蟻フォーム施工が
確認できるように撮影します。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

②_3 テクノ防蟻フォーム施工写真（貫通穴部）

基礎水抜き穴のAT-02またはテクノ防蟻フォーム施工が
確認できるように撮影します。
基礎内部からのAT-02またはテクノ防蟻フォーム施工でも
適合します。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

➁_１　テクノ防蟻フォームまたはAT-02の施工写真　基礎内側外周部 撮影要領

撮影要領

撮影要領
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➁_１AT-02小口面への塗布

■断熱材設置前に小口にAT-02を塗布
断熱材小口のジグザグなAT-02塗布面が確認できるよう
撮影します。

※後貼りの場合においても必要です。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

■土間コンクリートと立上りに設置されたスタイロフォームTM

AT部のAT-02またはテクノ防蟻フォーム施工が確認できる
ように撮影します。
※後貼りの場合は、➁-3,4の撮影が必須です。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

■土間コンクリートと立上り部のAT-02が施工が
確認できるように撮影します。
※打込みの場合は、②_2の撮影が必須です。
※基礎内側に設置するスタイロフォームTM ATを
施工する前に撮影する必要があります。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

基礎立上り天端、継ぎ目へのAT-02 または
テクノ防蟻フォームの施工が確認できるよう撮影します。
※スタイロフォームTMATを後貼りする場合は必須です。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

撮影要領

➁_2　テクノ防蟻フォームまたはAT-02の施工写真　基礎内側外周部
　　　　打込みの場合

撮影要領

➁_3　テクノ防蟻フォームまたはAT-02の施工写真　基礎内側外周部
　　　　後貼りの場合

撮影要領

②_4 テクノ防蟻フォームまたはAT-02施工写真
         後貼りの場合

撮影要領
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②_5 テクノ防蟻フォーム施工写真（配管部）

配管貫通部周りのAT-02またはテクノ防蟻フォーム施工が
確認できるように撮影します。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

➁_6 テクノ防蟻フォーム施工写真（貫通穴部）

基礎水抜き穴のAT-02またはテクノ防蟻フォーム施工が
確認できるように撮影します。
基礎内部からのAT-02またはテクノ防蟻フォーム施工でも
適合します。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

撮影要領

撮影要領
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③_１AT-02小口面への塗布

■断熱材設置前に小口にAT-02を塗布
断熱材小口のジグザグなAT-02塗布面が確認できるよう
撮影します。

※後貼りの場合においても必要です。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

➂_2 AT-02施工写真　玄関基礎立上り部 打込みの場合

玄関室内側 スタイロフォームTMATと土間に設置された
スタイロフォームTMATの立上り部の目地に塗布された
AT-02が確認できる様に撮影します。
※押さえコンクリ―ト打設前に撮影する必要があります。
※後貼りの場合③_3の撮影が必須です。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

➂_3 AT-02施工写真　玄関基礎立上り部 後貼りの場合

玄関室内側 スタイロフォームTMATと土間に設置された
スタイロフォームTMATの立上り部の目地に塗布された
AT-02が確認できる様に撮影します。
※押さえコンクリ―ト打設前に撮影する必要があります。
※打込みの場合、③_2の撮影が必須です。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

撮影要領

撮影要領

撮影要領

スタイロフォーム

スタイロフォーム
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➂_3 AT-02施工写真 玄関部　ドアフレーム下部

基礎天端 ドアフレーム下部付近に塗布されたAT-02
が確認できる様に撮影します。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

➂_4 AT-02施工写真　玄関部　外側　ポーチ底盤部

玄関ポーチ底盤とスタイロフォームTMATの打継部に塗布
されたAT-02 が確認できる様に撮影します。
※タイル下地等（モルタル等）の施工前に撮影
する必要があります。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

基礎立上り天端の虫返し施工が確認できるよう
撮影します。

※ピンボケ等の撮影不良に備え、予備で１～２枚程度撮影を行います。

➃ 虫返し 撮影要領

撮影要領

撮影要領
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